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はじめに

『Oracle Solaris 11.1ブート環境の作成と管理』では、beadm(1M)ユーティリティーを
使用してOracle Solarisシステムで複数のブート環境を管理する手順について説明し
ます。

Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通じて電子的なサポートを利用することがで
きます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照
してください。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–1 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイルを
表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm filename
と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。
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表 P–1 表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

「」 参照する章、節、ボタンやメ
ニュー名、強調する単語を示しま
す。

第 5章「衝突の回避」を参照してくだ
さい。

この操作ができるの
は、「スーパーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのデフォルトのシステムプロン
プトとスーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンド例に示されるデ
フォルトのシステムプロンプトは、Oracle Solarisのリリースによって異なります。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]
■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]
■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェル

$ command y|n [filename]
■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

はじめに
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ブート環境の管理の概要

このドキュメントでは、beadmユーティリティーを使用してブート環境を管理する方
法について説明します。beadmコマンドは、ルートデータセットおよびルートデータ
セットの下にネストされたすべてのデータセットを含むブート環境構造でタスクを
実行するために特別に設計されています。この章ではデータセットについて説明
し、ブート環境の管理についての概要を示します。

ブート環境およびデータセットについて
ブート環境とは、Oracle Solarisオペレーティングシステムイメージのブート可能なイ
ンスタンスに、そのイメージにインストールされているその他のアプリケーション
ソフトウェアパッケージを加えたものです。システム管理者はシステム上に複数の
ブート環境を維持することができ、各ブート環境にそれぞれ異なるソフトウェア
バージョンをインストールすることもできます。

システムにOracle Solarisリリースの初期インストールを行うと、ブート環境が作成
されます。beadm (1M)ユーティリティーを使用して、システムに追加のブート環境
を作成し、管理することができます。また、パッケージマネージャーGUIで
も、ブート環境を管理するためのオプションがいくつか提供されています。一度に
アクティブにできるのは、1つのブート環境だけです。

ファイル構造から見れば、各ブート環境はルートデータセットと、そのルート
データセットの下にネストされているオプションの他のデータセットで構成されま
す。

1第 1 章
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注 –データセットとは、クローン、ファイルシステム、またはスナップショットなど
の ZFSエンティティーの総称名です。ブート環境の管理という文脈では、データ
セットは、厳密には特定のブート環境のファイルシステムの仕様を指します。

ZFSデータセットの詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理: ZFSファイルシステ
ム』の「ZFSの用語」を参照してください。

次の例は、BE1という名前のサンプルブート環境のルートデータセットを示しま
す。

rpool/ROOT/BE1

rpool/ROOT/BE1というルートデータセットの例では、rpoolはストレージプール
(zpool)の名前です。このプールは事前に設定されているため、システムにすでに存
在します。ROOTは以前のインストールで作成された特殊なデータセットで
す。ROOTデータセットはブート環境のルートデータセットによってのみ使用され
るように予約されています。

ルートデータセットおよびその下にネストされた他のすべてのデータセットが BE1
ブート環境に含まれます。これらのデータセットはブート環境のクリティカル
データセットと呼ばれることもあります。

共有データセットは対照的に、各ブート環境のルートデータセット領域の外側にあ
ります。共有データセットは /exportなどのユーザー定義ディレクトリです。データ
セットの例として、ユーザーアカウントが保持されるデータセットがあり、これら
のユーザーアカウントはブートされるブート環境に関係なくアクセスできます。

次の例を参照してください。

# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

pool 450K 457G 18K /pool

pool/home 315K 457G 21K /export/home

pool/home/anne 18K 457G 18K /export/home/anne

pool/home/bob 276K 457G 276K /export/home/bob

注 –詳細は、zpool(1M)および zfs (1M)のマニュアルページを参照してください。ま
た、『Oracle Solaris 11.1の管理: ZFSファイルシステム』の「ZFSストレージプールの
ステータスのクエリー検索を行う」も参照してください。

スナップショットとブート環境は、beadmコマンド以外のユーティリティーでも自動
的に作成できます。たとえば、pkgコマンドを使用してパッケージのインストールま
たは更新を行うときに、ブート環境のクローンが自動的に作成される場合がありま
す。

ブート環境およびデータセットについて
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beadmコマンドは、特にブート環境を作成または変更する場合、つまりルートデータ
セットおよびルートデータセットの下にあるデータセットを作成または変更する場
合に使用します。たとえば、データセットに変更を加える前にデータセットの参照
コピーを作成するときに beadmコマンドを使用します。beadmコマンドは zfsテクノ
ロジに基づいていますが、beadmコマンドにはルートデータセットおよびルート
データセットの下にあるデータセットを管理するための固有の機能が備わっていま
す。さらに、beadmコマンドを使用して、ある大域ゾーン内または複数ゾーンにわた
る複数のルートデータセット間での関連付けを追跡および管理することもできま
す。

beadmユーティリティーを使用して、ブート環境に対して次のようなアクションを実
行できます。

■ 新規ブート環境の作成または既存のブート環境のクローンを実行します。ブート
環境のクローンは、既存のブート環境をコピーすることによって作成されま
す。クローンはブート可能です。ブート環境のクローンには、ルートデータ
セットと、元のブート環境のメインルートデータセットの下にあるすべてのもの
が階層的に含まれます。

対照的に、共有データセットはルートデータセットの下にないため、ブート環境
が複製されるときに複製されません。代わりに、クローンは必要に応じて元の共
有データセットにアクセスします。

■ ブート環境のスナップショットを作成します。「スナップショット」とは、特定
の時点でのデータセットまたはブート環境の読み取り専用イメージです。ス
ナップショットは通常、元のブート環境の一部のファイルを参照し、これらの
ファイルを完全にコピーしないため、スナップショットの領域を節約します。ス
ナップショットにはブート環境のファイルの完全なセットが含まれていないた
め、スナップショットはブート可能ではありません。

■ 既存のブート環境およびスナップショットを一覧表示します。
■ ブート環境の名前を変更します。名前変更プロセスでは、beadmコマンドは大域
ゾーンブート環境と非大域ゾーンブート環境の間の既存のすべての関連付けを保
持します。このような関係は、名前変更プロセス中に beadmコマンドが認識およ
び維持する ZFSプロパティーに基づきます。

■ ブート環境を削除します。ブート環境が削除されると、beadmコマンドは、大域
ゾーンまたは非大域ゾーン内の関連付けられたゾーンブート環境も削除しま
す。beadmコマンドは、そのような関連付けを記述する ZFSプロパティーを追跡
します。

ブート環境およびデータセットについて
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複数のブート環境を維持する利点
複数のブート環境を使用すると、システム管理者はシステムに対してソフトウェア
の更新を行う前にバックアップ用ブート環境を作成できるため、ソフトウェアの更
新時のリスクが低下します。必要に応じて、システム管理者はバックアップ用
ブート環境をブートすることができます。

次の例は、beadmユーティリティーで複数のOracle Solarisブート環境を作成して管理
するとどのように役立つかを示しています。

■ システム上に複数のブート環境を維持し、必要に応じて各ブート環境にさまざま
な更新を実行することができます。たとえば、beadm createコマンドを使用する
と、ブート環境のクローンを作成できます。(作成されたクローンは元のブート環
境のブート可能なコピーです。)その後、元のブート環境とそのクローンに対し
て、異なるソフトウェアパッケージのインストール、テスト、および更新を行う
ことができます。

一度にアクティブにできるブート環境は 1つだけですが、beadm mountコマンドを
使用すると、アクティブでないブート環境をマウントできます。その後、pkgコ
マンドを代替ルート (-R)オプションとともに使用して、その環境に対して特定の
パッケージのインストールや更新を行うことができます。詳細について
は、『Oracle Solaris 11.1ソフトウェアパッケージの追加および更新』の「新しい
ブート環境へのパッケージのインストール」を参照してください。

■ ブート環境の変更を行う際には、変更作業の任意の段階で、beadm createコマン
ドを使用してスナップショット名を指定することによって、その環境のスナップ
ショットを作成できます。たとえば、ブート環境に月単位のアップグレードを行
う場合は、月単位のアップグレードごとにスナップショットを作成できます。

コマンドを次のように使用します。

# beadm create BeName@snapshotdescription

スナップショット名には BeName@snapshotdescriptionという形式を使用する必要
があります。この BeNameは、スナップショットを作成する既存のブート環境の
名前です。カスタムのスナップショットの説明を入力して、スナップショットの
日付または目的を特定します。

注 – beadm list -sコマンドを使用すると、ブート環境のスナップショットを表示
できます。

スナップショットはブート可能ではありませんが、beadm createコマンドの -eオ
プションを使用すると、そのスナップショットに基づいてブート環境を作成でき
ます。その後、beadm activateコマンドを使用して、次回のリブート時にはこの
ブート環境をデフォルトのブート環境にするように指定できます。

複数のブート環境を維持する利点
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■ パッケージマネージャーツールまたは pkgコマンドを使用して、アクティブな
Oracle Solarisブート環境のパッケージをインストールまたは更新する場合、その
ブート環境のクローンが作成されることがあります。クローンが作成された場
合、パッケージのインストールや更新は、元のブート環境ではなくクローンに対
して行われます。変更が正常に完了すると、この新しいクローンがアクティブに
なります。その後、次回のリブート時には、このクローンが新しいデフォルトの
ブート環境になります。元のブート環境は、代わりの選択肢として x86システム
用GRUBメニューまたは SPARCシステム用ブートメニューに引き続き表示されま
す。

■ beadm listコマンドを使用して、システム上のブート環境のリストを表示できま
す。そのリストの中には、変更されていない元のソフトウェアを含んだバック
アップ用ブート環境も含まれています。環境に加えた変更に満足できない場合
は、beadm activateコマンドを使用して、次回のリブート時にはこのバック
アップ用ブート環境をデフォルトのブート環境にするように指定できます。

ブート環境を管理するためのツール
システムのブート環境の管理には、beadmコマンドまたはパッケージマネージャーを
使用できます。

パッケージマネージャーは、beadmコマンドを使用することによって利用できる
ブート環境の管理のためのすべてのオプションを提供しているわけではありませ
ん。詳細については、12ページの「beadmユーティリティーについて」を参照して
ください。

パッケージマネージャーについて
パッケージマネージャーは、インストールされたシステムに対してパッケージのイ
ンストールおよび管理を行うことができるグラフィカルユーザーインタフェースで
す。パッケージマネージャーは、Oracle Solarisオペレーティングシステムのデスク
トップのメニューバーから利用できます。デスクトップメニューバーで、「システ
ム」>「管理」>「パッケージマネージャー」の順に選択します。

パッケージマネージャーを使用してシステムにパッケージをインストールする場
合、アクティブなブート環境のクローンが作成され、そのクローンに変更が加えら
れることがあります。クローンが作成された場合、リブート時には、そのクローン
がアクティブなブート環境になります。beadm listコマンドを使用して、システム
上のブート環境のリストを表示できます。元のブート環境を再度アクティブにする
こともできます。

ブート環境を管理するためのツール
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注 – x86 GRUBメニューまたは SPARCブートメニューからアクティブまたは非アク
ティブのブート環境を手動で選択することによって、ブート環境をブートできま
す。

パッケージマネージャーを使用して、次のようにブート環境を管理できます。

■ ディスクスペースを利用できるようにするために、古いブート環境と使用されて
いないブート環境を削除します。

■ リブート時に新しいデフォルトのブート環境になるように、ブート環境をアク
ティブにします。

手順については、パッケージマネージャーに用意されているオンラインヘルプを参
照してください。または、『Oracle Solaris 11.1ソフトウェアパッケージの追加および
更新』の第 2章「IPSのグラフィカルユーザーインタフェース」を参照してくださ
い。

beadmユーティリティーについて
beadmユーティリティーを使用して次のタスクを実行できます。

■ アクティブなブート環境に基づいた、新しいブート環境の作成

■ アクティブでないブート環境に基づいた、新しいブート環境の作成

■ 既存のブート環境のスナップショットの作成

■ 既存のスナップショットに基づいた、新しいブート環境の作成

■ 新しいブート環境の作成および別の zpoolへのコピー
■ 新しいブート環境の作成および x86用GRUBメニューまたは SPARC用ブートメ
ニューへのカスタムタイトルおよび説明の追加

■ 既存のアクティブでないブート環境のアクティブ化

■ ブート環境のマウント

■ ブート環境のマウント解除

■ ブート環境の破棄

■ ブート環境のスナップショットの破棄

■ 既存のアクティブでないブート環境の名前変更

■ ブート環境のスナップショットとデータセットに関する情報の表示

ブート環境を管理するためのツール
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beadmユーティリティーには、次の機能があります。

■ ブート環境に含まれるすべてのデータセットを集約し、ブート環境全体に対する
アクションを一度に実行します。ZFSコマンドを実行して各データセットを個別
に変更する必要はなくなりました。

■ ブート環境内部のデータセット構造を管理します。たとえば、beadmユーティリ
ティーが、共有データセットを含むブート環境を複製すると、それらの共有
データセットは新しいブート環境用として自動的に認識され管理されます。

■ ブート環境に対する管理タスクを大域ゾーンまたは非大域ゾーンで実行できま
す。

■ x86システム用GRUBメニューまたは SPARCシステム用ブートメニューが自動的
に管理され更新されます。たとえば、beadmユーティリティーを使用して新しい
ブート環境を作成すると、その環境はGRUBメニューまたはブートメニューに自
動的に追加されます。

beadmユーティリティーの要件
beadmユーティリティーを使用してブート環境を管理するには、システムが次の表の
要件を満たしている必要があります。

表 1–1 badmユーティリティーを使用する際のシステム要件

要件 説明

Oracle Solarisオペ
レーティングシステム

Oracle Solarisリリースをシステムにインストールします。手順については、『Oracle
Solaris 11.1システムのインストール』を参照してください。

ZFSファイルシステム beadmユーティリティーは、ZFSファイルシステム用に設計されています。

ブート環境を管理するためのツール
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beadmでのゾーンのサポート

ゾーン区分技術は、オペレーティングシステムサービスを仮想化し、安全で隔離さ
れたアプリケーション実行環境を提供します。各Oracle Solarisシステムには大域
ゾーンが存在します。大域ゾーン内には、特定の非大域ゾーンを作成できます。

システムでの非大域ゾーンの作成と管理については、『Oracle Solarisのシステム管理
(Oracle Solarisゾーン、Oracle Solaris 10ゾーン、およびリソース管理)』の
パート II「Oracle Solarisゾーン」を参照してください。

beadmユーティリティーには、非大域ゾーンブート環境の作成と管理のサポートが含
まれています。

非大域ゾーンでの beadm

beadmユーティリティーとその関連プロセスにおける非大域ゾーンのサポートの仕様
は次のとおりです。

■ pkgコマンドを使用する場合、コマンドはOracle Solarisブランドゾーンだけを
アップグレードします。

■ beadmユーティリティーは非大域ゾーン内でサポートされています。
■ 非大域ゾーンは rpool/ROOT名前空間ではサポートされません。非大域ゾーンの複
製やコピーが行われるのは、元のゾーンが大域ゾーンの共有領域内、たとえば
rpool/export内や rpool/zones内にある場合だけです。

■ beadmユーティリティーはシステム上の非大域ゾーンに影響を与えますが、beadm

ユーティリティーはゾーン情報を表示しません。ブート環境のゾーンの変更内容
を確認するには、zoneadmユーティリティーを使用してください。たとえば、シ
ステム上の現在のゾーンのリストを表示するには、zoneadm listコマンドを使用
します。

詳細は、zoneadm(1M)のマニュアルページを参照してください。

2第 2 章
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■ 非大域ゾーンでは、beadmコマンドのすべてのオプションを使用できるわけでは
ありません。各コマンドオプションの固有の制限については、第 3章「ブート環
境とスナップショットの作成」および第 4章「ブート環境の管理」を参照してく
ださい。

ブート不可能なブート環境
大域ゾーンと非大域ゾーンの両方にブート環境が含まれています。非大域ゾーン内
の各ブート環境は、大域ゾーン内の親ブート環境に関連付けられています。大域
ゾーンブート環境が非アクティブの場合、関連する非大域ゾーンブート環境は
ブート不可能です。ただし、大域ゾーンのその親ブート環境からブートすると、関
連する非大域ゾーンのブート環境はブート可能になります。

注 –ブート環境がブート不可能の場合、beadm list出力のActive列に感嘆符 (!)で
マーク付けされます。

beadmコマンドでは、ブート不可能なブート環境へのアクションが次のように制限さ
れています。

■ ブート不可能なブート環境をアクティブにすることはできません。
■ リブート時にアクティブになるよう指定されているブート不可能なブート環境は
破棄できません。

■ ブート不可能なブート環境のスナップショットを作成することはできません。
■ ブート不可能なブート環境またはブート環境のスナップショットは、beadm

createの -eオプションには使用できません。
■ ブート不可能なブート環境の名前を変更することはできません。

ゾーンおよび共有データセット
beadmユーティリティーは、beadmプロセスに関連するゾーン命名タスクをすべて自
動的に処理します。beadmユーティリティーは、非大域ゾーンも含む大域ゾーン内の
ブート環境に対して操作できます。

ゾーンのルートデータセットの名前は、次の形式で表されます。

zone-path dataset/rpool/ROOT/BE-name

例:

rpool/zones/zone1/rpool/ROOT/BE1

ブート不可能なブート環境
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この例では、rpool/zones/zone1はゾーンルートデータセットのパスです。その
データセットの下にネストされている rpool/ROOT/BE1は、BE1ブート環境のルート
データセットです。

あるブート環境から別のブート環境にゾーンがコピーされるときは、ゾーンの
ルートデータセットの下にあるデータセットだけがコピーされます。

共有データセットとは、アクティブなブート環境とアクティブでないブート環境の
両方に同じマウントポイントを持つ、/exportなどのユーザー定義ディレクトリのこ
とです。共有データセットは、各ブート環境のルートデータセット領域の外側にあ
ります。ゾーンブート環境の間でデータセットを共有することができます。

共有データセットは次の形式を使用して識別されます。

zone-path dataset/rpool/export

例:

rpool/zones/zone1/rpool/export

共有データセットは、ゾーンを構成する際に明示的に追加する必要がありま
す。ゾーンのデータセットの複製時に、共有データセットは複製されませ
ん。第 3章「ブート環境とスナップショットの作成」の例を参照してください。

ゾーンおよび共有データセット
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ブート環境とスナップショットの作成

beadmユーティリティーを使用して、ブート環境およびブート環境のスナップ
ショットの作成とコピーを行います。

ブート環境の作成
既存のブート環境を変更する場合などで、事前に元のブート環境のバックアップを
作成するには、アクティブなブート環境のクローンである新しいブート環境を beadm

コマンドで作成し、マウントします。このクローンは、代替ブート環境として x86シ
ステム用GRUBメニューまたは SPARCシステム用ブートメニューに表示されます。

beadm createコマンドを使用してブート環境のクローンを作成すると、そのブート
環境内のサポートされているすべてのゾーンが新しいブート環境にコピーされま
す。

beadm createコマンドのオプション
beadm createコマンドには次のオプションがあります。BeNameは作成するブート環
境の名前です。

beadm create [-a] [-d description] [-e non-activeBeName | BeName@snapshot] [-o property=value]...[-p zpool] BeName

-a –作成と同時に、新しく作成されたブート環境をアクティブにします。デ
フォルトでは、新しく作成されたブート環境をアクティブにしません。

-d description –新しいブート環境を説明するための、x86用 GRUBメニューまたは
SPARC用ブートメニューにタイトルとして使用するカスタム説明を指定しま
す。このオプションが指定されていない場合は、BeNameがタイトルとして使用
されます。

3第 3 章
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-e non-activeBeName –指定された既存のアクティブでないブート環境から新しい
ブート環境を作成します。デフォルトでは、アクティブなブート環境からブート
環境を作成します。

-e BeName@snapshot –指定された既存のブート環境のスナップショットから新し
いブート環境を作成します。

-o property=value –特定の ZFSプロパティーを使って新しいブート環境のデータ
セットを作成します。複数の -oオプションを指定できます。-oオプションの詳
細については、zfs(1M)のマニュアルページを参照してください。
-p zpool –指定された zpool内に新しいブート環境のデータセットを作成しま
す。このオプションが指定されていない場合、デフォルトでは、元のブート環境
と同じプールに新しいブート環境が作成されます。-pオプションは非大域ゾーン
内ではサポートされていません。このオプションは他のオプションと組み合わせ
ることができます。

▼ ブート環境を作成する方法
管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

ブート環境を作成します。
# beadm create BeName

BeNameは、新しいブート環境の名前です。この新しいブート環境はアクティブでは
ありません。

次の事項に注意してください。

■ BeNameを、すでに使用中のブート環境名にすることはできません。
■ 非アクティブなブート環境を指定するための -eオプションが使用されない限
り、このコマンドはアクティブなブート環境を複製します。

■ beadm createは、部分的なブート環境を作成しません。このコマンドは完全な
ブート環境を正常に作成するか、失敗するかのどちらかです。

(省略可能) beadm mountコマンドを使用して新しいブート環境をマウントします。
# beadm mount BeName mount-point

たとえば、リブートする前に、新しいブート環境内の一部の構成ファイルを変更す
る場合、新しいブート環境をマウントする場合があります。

ブート環境はマウントされますが、アクティブでない状態です。マウント済みのア
クティブでないブート環境をアップグレードできます。

1

2

3

ブート環境の作成
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注 –マウントポイントのディレクトリが存在しない場合、beadmユーティリティーは
そのディレクトリを作成してから、そのディレクトリにブート環境をマウントしま
す。

ブート環境がすでにマウントされている場合、beadm mountコマンドは失敗し、新し
く指定した場所にブート環境は再マウントされません。

(省略可能)ブート環境をアクティブにします。
# beadm activate BeName

BeNameは、アクティブにするブート環境の名前です。

リブート時に、新しくアクティブになったブート環境がデフォルトの選択肢として
x86用GRUBメニューまたは SPARC用ブートメニューに表示されます。

注 – GRUBメニューまたはブートメニューでは常に、最後にアクティブになった
ブート環境がデフォルトとして表示されます。

ブート環境の作成の例
次の例は、ブート環境の作成方法を示し、ゾーンとデータセットの構造によって作
成処理がどのように異なるかを示しています。最初の例では、大域ゾーンと非大域
ゾーンを含むシステムでクローニングが動作する方法について説明します。2つ目の
例では、クローニングに関連するデータセットの詳細を示します。

注 –ゾーンとデータセットについては、次を参照してください。

■ 15ページの「非大域ゾーンでの beadm」
■ 16ページの「ゾーンおよび共有データセット」

例 3–1 非大域ゾーンを含んでいる大域ゾーンのブート環境を複製する

この例では、非大域ゾーンを含む大域ゾーン内でブート環境を複製するときの beadm

createコマンドのゾーンへの影響を示します。

複製されるブート環境が、関連付けられたゾーンブート環境を非大域ゾーン内にも
つ場合、関連付けられたブート環境も複製されます。たとえば、BE1に関連付けら
れたゾーンブート環境 BE2が非大域ゾーン内にあるとします。BE1が複製される
と、BE2も複製されます。

■ この例で、大域ゾーン内の元のブート環境の名前は solarisで、ルートデータ
セットは rpool/ROOT/solarisにあります。

4
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例 3–1 非大域ゾーンを含んでいる大域ゾーンのブート環境を複製する (続き)

■ z1という名前の非大域ゾーンが存在し、データセット rpool/zones/z1をその
ゾーンパスとして持ちます。大域ゾーン内の元の solarisブート環境は、非大域
ゾーン z1内に関連付けられたブート環境をもちます。この関連付けられたゾーン
ブート環境の名前は solarisで、ルートデータセットは
rpool/zones/z1/rpool/ROOT/solarisにあります。

この例では、rootとして次のコマンドを発行して大域ゾーン内でブート環境を複製
し、新しいブート環境に solaris-1という名前を付けます。

# beadm create solaris-1

クローンの名前は solaris-1で、ルートデータセットは rpool/ROOT/solaris-1にあり
ます。

ここで、大域ゾーン内の solarisブート環境は、z1非大域ゾーン内に関連付けられ
たゾーンブート環境をもつため、クローニング処理では z1内の関連付けられた
ゾーンブート環境も複製されます。ゾーン z1の新しい solaris-1クローン
は、ルートデータセットが rpool/zones/z1/rpool/ROOT/solaris-1にあります。

例 3–2 データセットを含む新しい、複製されたブート環境を作成する

この例では、新しく作成されたブート環境内でデータセットを設定する方法につい
て説明します。この例は複数のゾーンを含みません。

rootとして、次のコマンドを入力します。

# beadm create BE2

この例の元のブート環境は BE1で、ルートデータセットは rpool/ROOT/BE1にあ
り、これは別のデータセット varを含んでいます。

rpool/ROOT/BE1

rpool/ROOT/BE1/var

BE1が複製された後、新しいクローン BE2には、すべて BE1から複製されたルート
データセットおよび他のネストされたデータセットが含まれます。BE1はルート
データセットの下に /varファイルシステムを含んでいるため、/varも複製されま
す。

rpool/ROOT/BE2

rpool/ROOT/BE2/var

対照的に、ルートデータセットの外側に共有ファイルシステムがあった場合、共有
ファイルシステムは複製されません。次の例で示すように、元のブート環境とク
ローンは、元の共有ファイルシステムを「共有」します。

ブート環境の作成
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例 3–3 共有データセットを持つ新しいブート環境を作成する

この例では、既存の共有データセットがある場合に新しいブート環境を作成するこ
とについて説明します。この例では、元のブート環境は BE1で、共有データセット
は rpool/exportおよび rpool/export/homeです。この例は複数のゾーンを含みませ
ん。

BE1を複製し、クローンに BE2という名前を付けるために、rootとして次のコマンド
を入力します。

# beadm create BE2

ブート環境が複製されるときに、共有データセット rpool/exportおよび
rpool/export/homeは複製されません。共有データセットは rpool/ROOT/BeName
データセットの外側にあり、複製されたブート環境 BE2によって元の場所で参照さ
れます。

元のブート環境 BE1とデータセットは次のとおりです。

rpool/ROOT/BE1

rpool/ROOT/BE1/var

rpool/export

rpool/export/home

ルートデータセットは rpool/ROOT/BE1にあり、/varデータセットはルートデータ
セットの下にあります。ルートデータセットと /varの両方が複製されます。

複製されたブート環境 BE2には新しいルートデータセットおよび新しい /varデータ
セットが作成されていますが、元の共有データセット rpool/exportおよび
rpool/export/homeは変更されません。

rpool/ROOT/BE2

rpool/ROOT/BE2/var

rpool/export

rpool/export/home

スナップショットの作成とコピー
既存のブート環境のスナップショットを参照用として手動で作成できます。このス
ナップショットは、特定の時点でのデータセットまたはブート環境の読み取り専用
イメージです。スナップショットには、スナップショットの作成日時や内容を示す
カスタム名を作成できます。その後、そのスナップショットをコピーすることがで
きます。

スナップショットの作成とコピー
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ブート環境のスナップショットの作成
次のコマンドは、BeNameという既存のブート環境のスナップショットを作成しま
す。

beadm create BeName@snapshotdescription

スナップショット名には BeName@snapshotdescriptionという形式を使用する必要があ
ります。BeNameは、スナップショットの作成元となる既存のブート環境の名前で
す。既存のブート環境名が無効な場合、コマンドは失敗しま
す。snapshotdescriptionは、スナップショットの日付または目的を識別するための
カスタム説明です。

注 –スナップショット名の形式を使用しない場合、beadm createコマンドは、ブート
不可能なスナップショットの代わりにブート可能な複製を作成しようとします。ク
ローンは、ブート可能な完全なイメージのコピーであり、単なるスナップショット
よりもかなり大きくなる可能性があります。スナップショットは、データセットの
すべての内容をコピーする代わりに、データセット内で変更された内容のみを記録
します。

次に示すスナップショットの名前および説明に注目してください。

■ BE1@0312200.12:15pm –既存の BE1ブート環境のスナップショットの名前です。カ
スタム説明 0312200.12:15pmは、スナップショットが作成された日付および時間
を将来の参照用に記録します。

■ BE2@backup – BE2という名前の元のブート環境のスナップショットの名前で
す。スナップショットの説明は、これが BE2のバックアップだということを単に
示しています。

■ BE1@march132008 – BE1という名前の元のブート環境のスナップショットの名前で
す。スナップショットの説明には、スナップショットが作成された日付が記録さ
れています。

一部の他のシステム機能には、ブート環境のスナップショットを自動的に取得する
ものもあります。そのようなスナップショットの名前には、スナップショットがい
つ作成されたかを示すタイムスタンプが自動的に含められます。スナップショット
名をカスタマイズする場合、beadm createコマンドを使用する必要があります。

既存のスナップショットからのブート環境の作成
ブート環境のスナップショットはブート可能ではありません。ただし、既存のス
ナップショットから新しいブート環境を作成することができます。その後、この新
しいブート環境をアクティブにしてブートできます。

スナップショットの作成とコピー
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▼ スナップショットからブート環境を作成する方法

管理者になります。

詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

スナップショットから新しいブート環境を作成します。
# beadm create -e BEname@snapshotdescription NewName

BEname@snapshotdescriptionは、既存のスナップショットの名前および説明で
す。NewNameは、新しいブート環境のカスタム名です。

例:

# beadm create -e BE1@now BE2

このコマンドは、BE1@nowという名前の既存のスナップショットから BE2という名前
の新しいブート環境を作成します。

この新しいブート環境をアクティブ化できます。30ページの「デフォルトのブート
環境の変更」を参照してください。

1

2

次の手順

スナップショットの作成とコピー
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ブート環境の管理

この章ではブート環境に関する管理タスクについて説明し、次のトピックを扱いま
す。

■ 既存のブート環境とスナップショットの表示
■ デフォルトのブート環境の変更
■ アクティブでないブート環境のマウントと更新
■ ブート環境の破棄
■ ブート環境のカスタム名の作成

既存のブート環境とスナップショットの表示
beadmコマンドで作成したスナップショット、ブート環境、およびデータセットに関
する情報は、beadm listサブコマンドを使用して表示できます。beadm listコマンド
の出力には、pkgコマンドで作成されたブート環境も表示されます。

beadm listコマンド構文を示します。

beadm list [[-a | [-d] [-s]] [-H] [beName]

このコマンドは、既存のブート環境に関する情報を表示します。特定のブート環境
の情報を表示するには、beNameをブート環境名で置き換えます。特定のブート環境
が指定されていない場合、このコマンドはすべてのブート環境に関する情報を表示
します。デフォルトでは、追加情報なしでブート環境の一覧が表示されます。

-a –ブート環境に関する利用可能なすべての情報を表示します。この情報に
は、従属データセットおよびスナップショットが含まれます。

-d –ブート環境に属しているすべての従属データセットに関する情報を表示しま
す。

-s –ブート環境のスナップショットに関する情報を表示します。
-H –マシンによる解析が可能な形式で情報を表示します。出力の各フィールド
は、セミコロンで区切られます。

4第 4 章
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ブート環境の仕様を表示する
-aオプションは、指定されたブート環境またはすべてのブート環境に関するすべて
の情報を、すべてのデータセットおよびスナップショットの情報も含めて表示しま
す。

Active列の値は次のとおりです。
■ R –リブート時にアクティブになります。
■ N –現在アクティブになっています。
■ NR –現在アクティブになっており、リブート時にアクティブになります。
■ - –非アクティブです。
■ ! –非大域ゾーン内のブート不可能なブート環境

次の例では BE5ブート環境のすべての情報が表示されています。

# beadm list -a BE5

BE/Dataset/Snapshot Active Mountpoint Space Policy Created

------------------- ------ ---------- ----- ------ -------

BE5

p/ROOT/BE5 NR / 6.10G static 2011-09-09 16:53

p/ROOT/BE5/var - /var 24.55M static 2011-09-09 16:53

p/ROOT/BE5/var@boo - - 18.38M static 2011-09-10 00:59

p/ROOT/BE5/var@foo - - 18.38M static 2011-06-10 16:37

p/ROOT/BE5@boo - - 139.44M static 2011-09-10 00:59

p/ROOT/BE5@foo - - 912.85M static 2011-06-10 16:37

マシンで構文解析可能な出力で仕様を表示する
-Hオプションは、ヘッダータイトルを抑制し、結果をセミコロンで区切って表示し
ます。次の例では、すべてのブート環境の情報を表示します。

# beadm list -H

BE2;4659d6ee-76a0-c90f-e2e9-a3fcb570ccd5;;;55296;static;1211397974

BE3;ff748564-096c-449a-87e4-8679221d37b5;;;339968;static;1219771706

BE4;1efe3365-02c5-6064-82f5-a530148b3734;;;16541696;static;1220664051

BE5;215b8387-4968-627c-d2d0-f4a011414bab;NR;/;7786206208;static;1221004384

出力の各フィールドは、セミコロンで区切られます。出力フィールドは、表示順で
次のとおりです。

表 4–1 出力フィールド

フィールド 説明

1 BE名

2 UUID

3 アクティブ

既存のブート環境とスナップショットの表示
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表 4–1 出力フィールド (続き)
フィールド 説明

4 マウントポイント

5 領域 (バイト単位)

6 ポリシー

7 作成時間 (1970年 1月 1日 00:00:00 UTCを基準とした秒単位)

各フィールドは、セミコロンで区切られます。この例では、コマンドにブート環境
が指定されていないため、すべてのブート環境が表示されます。コマンドに他のオ
プションが使用されていないため、2番目のフィールドにブート環境の汎用一意識別
子 (UUID)が表示されます。この例では、BE5のUUIDは
215b8387-4968-627c-d2d0-f4a011414babです。非大域ゾーンのブート環境の場
合、UUIDフィールドは、そのブート環境が関連付けられている親の IDを表しま
す。

スナップショットの仕様を表示する
-sオプションは、存在するすべてのスナップショットに関する情報を表示します。

次の出力例では、各スナップショットのタイトルに、そのスナップショットがいつ
作成されたかを示すタイムスタンプが含まれています。

# beadm list -s test-2

BE/Snapshot Space Policy Created

----------- ----- ------ -------

test-2

test-2@2010-04-12-22:29:27 264.02M static 2010-04-12 16:29

test-2@2010-06-02-20:28:51 32.50M static 2010-06-02 14:28

test-2@2010-06-03-16:51:01 16.66M static 2010-06-03 10:51

test-2@2010-07-13-22:01:56 25.93M static 2010-07-13 16:01

test-2@2010-07-21-17:15:15 26.00M static 2010-07-21 11:15

test-2@2010-07-25-19:07:03 13.75M static 2010-07-25 13:07

test-2@2010-07-25-20:33:41 12.32M static 2010-07-25 14:33

test-2@2010-07-25-20:41:23 30.60M static 2010-07-25 14:41

test-2@2010-08-06-15:53:15 8.92M static 2010-08-06 09:53

test-2@2010-08-06-16:00:37 8.92M static 2010-08-06 10:00

test-2@2010-08-09-16:06:11 193.72M static 2010-08-09 10:06

test-2@2010-08-09-20:28:59 102.69M static 2010-08-09 14:28

test-2@install 205.10M static 2010-03-16 19:04

既存のブート環境とスナップショットの表示
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デフォルトのブート環境の変更
アクティブでないブート環境をアクティブなブート環境に変更することができま
す。一度にアクティブにできるのは、1つのブート環境だけです。新しくアクティブ
にしたブート環境が、リブート時にデフォルトの環境になります。

beadm activateコマンドを次のように使用して、既存のアクティブでないブート環
境をアクティブにします。

# beadm activate BeName

beadm activateは、指定されたブート環境を menu.lstファイルにデフォルトとして
設定します。

注 –ブート環境が作成されると、それがアクティブかアクティブでないかに関係な
く、x86用GRUBメニューまたは SPARC用ブートメニュー上にそのブート環境用の
エントリが作成されます。デフォルトのブート環境は、最後にアクティブにした
ブート環境になります。

アクティブでないブート環境のマウントと更新
既存のアクティブでないブート環境上のパッケージを更新するには、環境にアクセ
スするためにその環境をまずマウントし、その後でパッケージを更新します。

注 –ブート環境をマウントすると、その環境内のサポートされているゾーンが、その
環境のマウントポイントに相対位置でマウントされます。

コマンド構文は次のとおりです。

beadm mount BeName mount-point

このコマンドは、指定されたブート環境を指定されたマウントポイントにマウント
します。マウントポイントがすでに存在する場合は、空でなければなりません。マ
ウントポイントのディレクトリが存在しない場合、beadmユーティリティーはその
ディレクトリを作成してから、そのディレクトリにブート環境をマウントしま
す。ブート環境はマウントされますが、アクティブでない状態です。

指定されたブート環境がすでにマウントされている場合、beadm mountコマンドは失
敗し、新しく指定した場所にブート環境は再マウントされません。

デフォルトのブート環境の変更
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▼ ブート環境をマウントして更新する方法
管理者になります。
詳細は、『Oracle Solaris 11.1の管理:セキュリティーサービス』の「割り当てられて
いる管理権限を使用する方法」を参照してください。

ブート環境をマウントします。
# beadm mount BeName mount-point

(省略可能) pkgコマンドを使用して、ブート環境のパッケージを更新します。
たとえば、pkg installコマンドを -Rオプションとともに使用すると、ブート環境の
特定のパッケージを更新できます。
# pkg -R /mnt install package-name

ここで、/mntはブート環境のマウントポイントです。

ブート環境のマウント解除
beadmコマンドを使用して、既存のブート環境をマウント解除できます。ブート環境
をマウント解除すると、そのブート環境内のゾーンもマウント解除されます。すべ
てのマウントポイントは、マウントされる前の状態に戻ります。

注 –現在ブートされているブート環境をマウント解除することはできません。

コマンド構文は次のとおりです。

beadm unmount [-f] BeName

このコマンドは、指定されたブート環境をマウント解除します。

-fオプションは、ブート環境が現在ビジー状態であっても強制的にマウント解除し
ます。

ブート環境の破棄
システムの空き容量を増やすには、beadmコマンドを使用して既存のブート環境を破
棄します。このコマンドの構文は次のとおりです。

beadm destroy [-fF] BeName | BeName@snapshot

このコマンドは、指定されたブート環境またはスナップショットを破棄します。こ
のコマンドは、ブート環境を破棄する前に、ユーザーに確認を求めます。

1

2

3

ブート環境の破棄
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-f –ブート環境がマウントされている場合でも強制的に破棄します。
-F –確認を求めずにブート環境を強制的に破棄します。

次のような仕様があります。

■ 現在ブートされているブート環境を破棄することはできません。

■ beadm destroyコマンドを使用すると、x86用GRUBメニューまたは SPARC用
ブートメニューから破棄されたブート環境のエントリが自動的に削除されます。

■ 非アクティブなブート環境を破棄すると、その非アクティブなブート環境に関連
付けられたすべてのゾーンブート環境も破棄されます。

■ beadm destroyコマンドは、ブート環境の非共有データセットのみ破棄します。共
有データセットは、ブート環境のルートデータセット領域の外側にあり、ブート
環境が破棄される際に影響を受けません。

次の例で、BE1と BE2は rpool/exportデータセットと rpool/export/homeデータ
セットを共有しています。データセットには、次のものがあります。

rpool/ROOT/BE1

rpool/ROOT/BE2

rpool/export

rpool/export/home

次のコマンドを使用して BE2を破棄します。

# beadm destroy BE2

ブート環境 BE2が破棄される際、共有データセット rpool/exportと
rpool/export/homeは破棄されません。次のデータセットが残ります。

rpool/ROOT/BE1

rpool/export

rpool/export/home

ブート環境のカスタム名の作成
beadm renameコマンドを使用すると、既存のブート環境の名前を、特定の状況に合
わせてより意味のある名前に変更できます。たとえば、ブート環境の名前を変更し
て、ブート環境をどのようにカスタマイズしたかを示すこともできます。ブート環
境のデータセット名も、新しいブート環境名に適合するように変更されます。

ブート環境の名前を変更しても、そのブート環境にあるゾーンの名前や、それらの
ゾーンに使用されているデータセットの名前は、変更による影響を受けませ
ん。ゾーンとそのブート環境との関係は、変更による影響を受けません。

アクティブなブート環境の名前を変更することはできません。アクティブでない
ブート環境の名前だけを変更できます。

ブート環境のカスタム名の作成
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現在ブートされているブート環境の名前を変更することはできません。アクティブ
なブート環境の名前を変更するには、まず別のブート環境をアクティブにし、その
環境からブートする必要があります。その後、アクティブでないブート環境の名前
を変更することができます。

このコマンドの構文は次のとおりです。

beadm rename BeName newBeName

コマンドによって、Benameという名前が newBeNameに変更されます。

新しい名前がすでに使用中の場合、beadm renameコマンドは失敗します。

注 – pkgコマンドを使用してパッケージをインストール、更新、またはアンインス
トールすると、新しいブート環境またはバックアップブート環境が作成されること
があります。pkgコマンドに -be-nameまたは -backup-be-nameオプションを付けて使
用することによって、新しいブート環境またはバックアップブート環境のカスタム
名を作成することができます。詳細は、『Oracle Solaris 11.1ソフトウェアパッケージ
の追加および更新』の「ブート環境オプション」を参照してください。

ブート環境の追加データセットの作成
ブート環境のルートデータセットの下に階層的に配置されるデータセットを作成す
るための zfsコマンドを使用することによって、既存のブート環境のための専用の
データセットを追加で作成することができます。

この新しいデータセットは、関連付けられた既存のゾーンブート環境に自動的に複
製されません。また、新しいデータセットはブート環境のルートデータセットの下
にあるため、新しいデータセットはそのブート環境専用になります。新しいデータ
セットは共有データセットにはなりません。

この新しいデータセットがルートデータセットの下に作成された後、ブート環境全
体を複製した場合、新しいデータセットは複製された新しいブート環境に含められ
ます。

注 –ブート環境の追加データセットを作成するときは、データセットの canmountZFS
プロパティーを noautoに設定する必要があります。このデータセットのマウントポ
イントはブート環境のルートデータセットから継承されるため、このブート環境が
使用中である場合は /myfsにマウントされます。

たとえば、ブート環境 BE1の /myfsにマウントされる新しい非共有データセットを作
成するには、次のようにします。

ブート環境の追加データセットの作成
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# zfs create -o canmount=noauto rpool/ROOT/BE1/myfs

詳細は、zfs(1M)のマニュアルページを参照してください。

ブート環境の追加データセットの作成
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